平成28年度 改訂モデル・コアカリキュラムに基づく薬学実務実習に関する事前調査
【調査の背景と目的】

1．薬学教育モデル・コアカリキュラム（コアカリ）の改訂と実務実習の位置づけ
コアカリは、平成25年度に医療、保健、福祉等における社会的ニーズに貢献できる薬剤師育成等の観点から改訂され、平成27年度より実施されています。その組み立ては、重要な要素である医療人としての基本理念（「基本事項」「薬学と社会」）を6年間通して学びながら、基礎的な科学力に基づく薬物治療および地域の保健・医療における基本的能力と臨床とのつながり（「薬学基礎」「衛生薬学」「医療薬学」）を学びます。さらに臨床現場での薬剤師業務の体験・参加・実践を通して臨床実践能力を磨きます（「薬学臨床」）。加えて、研究マインドを醸成し、研究能力（「薬学研究」）を修得して「薬剤師として求められる資質」の修得を達成します。実務実習は、「薬学臨床」にあたり薬剤師としての臨床実践能力を磨く実地教育の唯一の機会であり、薬学教育において非常に重要な位置づけにあります。新たな実務実習は、平成31年度より開始されます。

2．薬学実務実習に関するガイドライン＊の提示
（*文部科学省ホームページ ：http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/058/gaiyou/1355408.htmから入手可能）
改訂コアカリに準拠した大学の臨床準備教育（医療現場での実践的な臨床能力修得を目的とする１年次から４年次までの教育）および薬学実務実習が適正に実施されることを目的として、薬学実務実習に関する連絡会議より「薬学実務実習に関するガイドライン」提示されました。
ガイドラインでは、①一貫性のある実務実習のために病院実習と薬局実習を連続して行う4期制（2月から翌年3月の期間で4回）の実施、②実践的な臨床対応能力を身につける参加・体験型学習の実施、③病院、薬局実習を通して「コアカリに提示された代表的な疾患」の全てを体験できる実習の実施、が求められています。

3．調査の目的
平成31年度以降の実務実習においてはガイドラインの実効性が重要な要素となるため、平成27年度に1回目の事前調査を行いました。今回、その結果を踏まえ、平成31年度以降に向けてさらなる精度の向上と実効性の確証を得る目的で2回目の事前調査を行うこととしました。再度のお願いとなりますが、ご協力をよろしくお願い致します。
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